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　円周角の定理により

　　

　　

１













　右の図と円周角の定理により

　　



















　円周角の定理により

　　

　△において，内角と外角の関係から

　　

　　　　　

　　　　　　……①

　△において，内角と外角の関係から

　　　……②

　①，②から　　

　すなわち　　



















　円周角の定理により　　

　はの二等辺三角形であるから

　　

　は円の直径であるから　　

　よって，△において

　　    







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







　は円の直径であるから，円周角の定理により

　　　

　また，円周角の定理により　　

　よって，△において

　　 

　　  

　また，円周角の定理により　　








 



　円周角の定理により

　　　……①

　

　はの二等辺三角形であるから

　　


   


   

　よって　　

　　　　　　　　　　……②

　①，②から　　    







 







　四角形は円に内接しているから

　　　　　　

　よって　　

　また　　　

２






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





　四角形は円に内接しているから

　　

　また，△において

　　    








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　円周角の定理により

　　










　また，四角形は円に内接しているから

　　














 

　右の図において，接線と弦の作る角により

　　　

　　　
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 




　右の図において，接線と弦の作る角により

　　　

　また，円周角の定理により

　　　

　よって，△において

　　　 

　　　  



















　右の図において，接線と弦の作る角により

　　　……①

　であるから　　

　よって，△において　　

　これと①から　　

　したがって　　

　はに対する円周角であるから４

　　　　　

　はに対する中心角であるから

　　　　　

　はに対する円周角であるから

　　　　　

　はに対する円周角であるから

　　　　　

　は半円の弧に対する円周角であるから

　　　　　

　よって　

　は半円の弧に対する円周角であるから

　　　　　

　△において

　　　　　  

　はに対する円周角であるから５

　　　　　

　△の内角と外角について

　　　

　はに対する中心角であるから

　　　

　に対する中心角は

　　　　

　はに対する円周角であるから

　　　　





　はに対する中心角であるから

　　　　

　であるから　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　はに対する円周角であるから

　　　










　△の内角と外角について

　　　

　△の内角と外角について

　　　　

　　　　

　　　　　　

　

　は半円の弧に対する円周角であるから

　　　

　よって　

　との交点をとすると，△の内角と外角について

　　　　　

　よって　　　

　とを結ぶ。

　はに対する円周角であるから

　　　　　　

　よって　　

　はに対する円周角であるから

　　　　　　

　つの円の弧の長さは，円周角の大きさに比例するから６

　　　　　　：：

　　　　　　　

　　　　　　　　

解説



　等しい弧に対する円周角は等しいから

　　　　　　

　また　

　△において，三角形の内角の和はであるから

　　　　

　　　　

　　　　　　　

　四角形は円に内接しているから７

　　　　　

　　　　　

　△において

　　　　　  

　四角形は円に内接しているから

　　　　　

　四角形は円に内接しているから

　　　　　

　よって　

　であるから

　　　　　  

　円周角と中心角の関係より

　　　　　



＝

　四角形は円に内接しているから

　　　　　＝－＝

　，は二等辺三角形であるから

　　　　　＝，

　よって　

　　　　　

　四角形は円に内接しているから８

　　　　

　△において

　　　　  

　△の内角と外角について

　　　　

　　　　

　四角形は円に内接しているから

　　　　

　△において

　　　　  

　接線と弦のつくる角の定理により９

　　　　　，

　

　は直径であるから　

　△において

　　　　　  

　

　△の内角と外角について

　　　　　

　　　　　　　

　四角形は円に内接しているから10

　　　　　

　また　　

　よって，△において

　　　　　  

　

　より，△は二等辺三角形である。

　よって　  

　

　△において

　　　　　  

　よって　


